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ジョージア工科大学での研究活動 

 私は日常で身に着けられるセンサをテーマに研究を行っていた。ウェアラブルセンサと

聞くと Apple Watch などを思い浮かべるが Dr. WoonHong Yeo の研究室ではソフトマテリ

アルをサブテーマとして、ばんそうこうのように肌に密着して柔軟性のある素材で挟まれ

たワイヤレス・バッテリーレスセンサを最終目標としていた。この研究の長期的なビジョン

としては、日常的な健康観察はもちろん、ヒューマン・マシーン・インターフェイスへの応

用などが挙げられる。 

従来回路の製造には photolithography という技法が使われている。これは精度が高い一

方で、非常に多くの工程を必要とし、作業はクリーンルーム内で行われるためコストが高い

などのデメリットもある。今回の研究ではより簡単に、そしてコストを抑えるために、イン

クジェットプリンターで silver nanoparticle ink を使って回路を「印刷」した。しかし、こ

の方法は未だ実用化されていない。そのため、今回私はこのプリントの最適化を主に行った。

インクの一滴一滴の間隔やインクの量の変化、読み込ませるイメージの調整などを行いな

がら、プリントされた回路の抵抗を比較・評価した。また実際にプリントされた回路とベー

スとなる elastomer を組み立ててセンサーパッチを作製し、センサの性能をワイヤードテス

トとワイヤレステストの両方から評価した。 

今回、私にとって初めての研究活動で不安やわからないことも多かったため、研究のテー

マに関してはメンターから最初に与えてもらった。最初の 1 週間はメンターについてもら

いながら必要な機器の使い方などを教えてもらっていたが、その後は主に 1 人で任せても

らえるようになった。プリントの最適化なども私が案を出すと「やってみよう」と受け入れ

てくださったので嬉しかった。 

 

研究活動における日米の違い 

 派遣時は学部２年の春休みで、日本では研究室に所属していなかったため一概に比較は

できないのでここでは Georgia Tech のラボに所属して分かったこと、感じたことを書きた

いと思う。 

 これまで過去のフェローの方々のレポートを読んできた中で、多くの方が PI との距離感

やほかのラボメンバーとの距離感などを日米での違いとして挙げていたように感じる。し

かし、実際に Georgia Tech での研究活動を通して私が一番強く感じたことは、このような

雰囲気の違いは日米で異なるわけではなく、アメリカの中でも個々のラボで異なるという

ことだ。 



私がお世話になったラボは Undergrads を除いても３０人以上という比較的大きなラボ

で、その中でリサーチテーマも枝分かれしていた。もちろん PI もお忙しい方でなかなか会

えなかったし、異なるサブグループに所属しているメンバー同士での会話はそれほど見受

けられなかった。他のラボの話を聞くと頻繁にメンバー同士でカフェへ行ったりするとこ

ろもあれば、私のようになかなかそのようなことはないところもある。PI との距離が近い

ところもあれば遠いところもある。ただ私のホストラボは規模が大きい分、個人個人の時間

やスペースが尊重され、そして確保されていたように感じた。どちらが良いかというのは完

全に好みの問題で、生まれてこのかたずっと日本で暮らしてきた私にとってはホストラボ

の雰囲気は日本に似ているような気がして心地よかった。（ホストラボのメンバーは PI を

含め 60%以上が韓国系だったのでアジアの雰囲気が流れているのかもしれない…）将来ラ

ボを選ばなければいけない時が来れば、リサーチ内容はもちろんのことだが人数規模など

も考慮にいれるようにしたい。 

またアメリカの大学の一番好きなところは学部 1 年生からでも研究への道が開かれてい

るところだ。メンティーの 1 人がこれが初めての大学での学期だと言ったのには驚かされ

た。日本では個人的にアポを取っても 4 年生でなければリサーチに参加できないことも多

い一方で、当たり前のように学部 1 年生から研究経験を積めるというのは大変すばらしい

ことだと思う。 

 

米国の文化・生活面での発見・苦労など 

 アメリカに到着してからは毎日がサプライズ（良い意味でのカルチャーショック）でいっ

ぱいだった。その一部を下に記しておく。 

・トイレのドアはなぜか閉めても隙間が空いていて外からでも中の人と目が合う。 

・バスの中での通話は当たり前 

・聞こえてくる言語が英語だけでなく中国語だったり韓国語だったりロシア語だったりよ

くわからない言語だったり。（さすがアメリカ！） 

・上半身裸（衣服は半ズボンのみ）の男性がランニングしてる（初めて見たときはぎょっと

した）など。 

毎日驚かされることばかりで刺激的で楽しい生活を送ることができた。 

 

 生活面に関しては初めての渡米で不安でいっぱいだったが、思いのほかとても快適に過

ごすことができた。自炊はしない人間なのだが、レストランに行った際余ったものを持ち帰

ることができるので（何せ量が多い）それを次の日の夕食に回したりしていた。週に一度は

フェローみんなで集まって夕食会を開いたのも思い出深い。 

また、アトランタの治安は悪いと聞いていたが滞在中怖い目にあうことは全くなかった。

最初のうちこそ複数人で帰宅したりしていたが、1 週間もすればみんな各々行動していた。



ただ、用心しなくてよいということではなく、暗くなったら 1 人では出歩かないようにと

いうのは現地で何度も聞かされた。ちょうどサマータイムが始まる日にかぶったので 1 時

間睡眠時間は減ったが、夜 8 時ごろまで明るかったのは助かった。また Georgia Tech はキ

ャンパス内とその周辺を走る無料のバスがあったのでそれを利用したりもしていた。 

 

本プログラムに参加の成果・意義 

 このプログラムで得た一番大きな成果は学問と工学の楽しみを見いだせたことだ。大学

での最初の 2 年間は基礎的な理論などを学ぶところが多いと思う。正直に言うとこの過程

で私は楽しみをあまり見出すことができず、通過しなければいけない道としか捉えられて

いなかった。しかし、研究でセンサを作るときにまさに渡米前に学んだ電磁気学などの理論

が応用されていて、「ここにつながってくるのか」と感動した。これまで遠く先が見えずに

ただ目の前にあるからという理由でこなしていた「学問」と「ものづくり」の間の道がつな

がった感覚だった。この感動というのはこれからにおいて大きなモチベーションとなるだ

ろうと確信している。そして、それを学部の比較的早い段階から経験できたことは大きな糧

だと思う。 

 また、このプログラムでたくさんの人と出会った。PI、メンター、仲良くなった Georgia 

Tech の学生。出会ったすべての人から得られる学びがあった。 中でも 1 番一緒に過ご

す時間が多かったのはともに渡米したフェローのみんなだと思う。休日は一緒に出掛け

たり、大勢で集まってわいわいしたり。将来の話をすることもあれば、人狼ゲームやくだ

らない話で盛り上がる時間もあった。アトランタでの 6 週間を語るうえでフェローのみ

んなの存在は欠かせない。そしてこれらの人とのつながり全てはこの中谷 RIES に参加し

ていなければ得られないものだ。 

 

その他 

最後にはなりましたが、コロナ禍の影響を受け、様々なプログラムやイベントが中止とい

う決断をとる中で約半年遅れではありますがこのような大変貴重な機会を設けてくださっ

た中谷財団、ジョージア工科大学、私を受け入れてくださった Yeo Research Group に深く

感謝申し上げます。そしてこのプログラムを実現するにあたってサポートをしてくださっ

た高山先生、Soojung を含めこのプログラムに関わったすべての人への感謝でいっぱいです。 

 


